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重大事故等対策有効性評価の内、 

操作および作業の成立性に係わる説明書の構成について 

 

 1.項に、各評価事故ｼｰｹﾝｽへの対応に必要となる手順(13種類）を一覧表にまとめた。 

 2.～14.項に、重大事故ｼﾅﾘｵへの対応に必要となる各々の手順の内容、作業ｽﾃｯﾌﾟ、必

要要員数、要求時間、必要作業時間および訓練または類似作業からの実績時間を一覧
表に整理した。 

 重大事故ｼﾅﾘｵにより、各作業ｽﾃｯﾌﾟを完了するまでの要求時間が異なる場合があることから、
必要に応じて、【操作時間（要求時間）】について重大事故ｼﾅﾘｵ毎に示した。 

 実績が測定できないものについては、類似作業から余裕を見て推定した。 

 2.～14.項に、各手順の【操作概要】 【必要要員数】【操作時間(実績)】 を記載し、作業ｽﾃ
ｯﾌﾟ毎の配置図（移動経路含む）、作業ｽﾃｯﾌﾟを示した写真を示した。 

 15.項に、LEDヘッドランプを装着・点灯した状態での照度を確認し、ＪＩＳで要求されている
照度が確保されていることを示した。 

 16.項に、建屋内の操作および作業現場へのアクセス性についての成立性を示した。 

 17.項に、放射線防護装備を装着した状態での操作性および作業時間の実績と通常の作
業服での実績との比較結果を示した。 

 18.項に、重大事故対応の信頼性向上と必要要員数の合理化へ向けたこれまでの取り組
みについて示した。 
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   2. 手順１：電源確保（1/6） 

2 

【手順の内容および必要要員と作業時間】 

※：ﾀﾝｸﾛｰﾘ(18Kl)と代替非常用発電機の給油ﾎｰｽによる接続については、代替非常用発電機運転継続のために必要な作業であることから、所内母線受電時に直接影響

しない作業である。 

 

【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【炉心損傷防止】 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機

能喪失＋RCP ｼｰﾙ LOCA 

－ 

約 35 分 
 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機

能喪失(RCP ｼｰﾙ LOCA なし) 
約 24 時間 

ｼﾅﾘｵ上約 24 時間後に代替非常用電源が機能回復することから約 24

時間としている。代替非常用電源の機能喪失がない場合は約 35 分で

完了する。 

【格納容器破損防止】 

大 LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋格納容器ｽ

ﾌﾟﾚｲ失敗 － 
約 35 分 

 

全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 約 35 分  

【停止中の原子炉の燃料損傷防止】 

ﾐｯﾄﾞﾙｰﾌﾟ運転中の全交流動力電源機能喪

失 
－ 約 35 分 

 

手順の項目 手順の内容 

作業ｽﾃｯﾌﾟ 
必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 
No. 項目 

１ 電源確保 

現場移動／所内電源母線 

受電準備および受電 

1-a-1 安全補機開閉器室への移動 
3 約 25 分 

約 2 分 
約 21 分 

P.4 

1-a-2 受電準備・受電操作 約 19分 P.5 

ﾀﾝｸﾛｰﾘ(18Kl)と 

代替非常用発電機 

の給油ﾎｰｽによる接続※ 

1-b-1 
代替非常用発電機および 

ﾀﾝｸﾛｰﾘへの移動 2 約 30 分 
約 4 分 

約 12 分 P.7 

1-b-2 給油ﾎｰｽ接続 約 8分 



   2. 手順１：電源確保（2/6） 

1. 操作の概要 

 全交流動力電源喪失時、代替電源として代替非常用発電機からの受電に必要なしゃ断器の操
作を行う。 

2. 必要要員数・操作時間（実績） 

 必要要員数：3名 

 操作時間 

 必要作業時間：約25分 

 実績時間：約21分で実施可能。 

 移動時間約2分+しゃ断器操作時間約19分=約21分 

3. 成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 

 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 

 室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を用いること
から作業環境に問題はない。 

 操作性 

 通常運転中に行うしゃ断器操作と同様であり容易に操作できる。 

 連絡手段 

 中央制御室と現場間の連絡は、携行型通話装置を使用することにより連絡手段を確保できることから問題は
ない。 
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2. 手順１：電源確保（3/6） 

  訓練実績時間：約2分 

T.P.+40.3m 

T.P.+33.1m 

T.P.+24.8m 

T.P.+17.8m 

T.P.+10.3m 

原子炉建屋 

原子炉補助建屋 

中央制御室 

しゃ断器 

T.P.-1.7m 

 

 

：運転員b、災害対策要員Ａ，Ｂ 

 

 

 

 

 
①中央制御室 （※） 

②中央制御室からＡ－Ｆ階段へ  

③Ａ－Ｆ階段入口扉へ  

④Ａ－Ｆ階段  

⑤Ａ－Ｆ階段にてT.P.10.3mへ  

  移動  

⑥安全補機開閉器室入口扉  

⑦安全補機開閉器室①  

⑧安全補機開閉器室②  

原子炉格納容器 

Step No.1-a-1 安全補機開閉器室への移動 

代替非常用発電機から 

※携行型通話装置の敷設は 
 災害対策要員が実施する 
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   2. 手順１：電源確保（4/6） 

①６．６ｋＶメタクラ 

  

②６．６ｋＶメタクラ 

 しゃ断器断路操作イメージ 

③４４０Ｖパワーコントロールセンタ 

 （左側：NFB入状態、右側：NFB切状態）  

Step No.1-a-2 受電準備・受電操作 

  訓練実績時間：約19分 

④４４０Ｖパワーコントロールセンタ 

 開放操作イメージ  

６台断路操作：約１２分 

（約２分／台）  
４台開放操作：約２分 

（約３０秒／台）  

⑤６．６ｋＶメタクラ  

⑥６．６ｋＶメタクラ 

 しゃ断器接続操作イメージ 

２台接続、投入操作：約５分 

（約２分３０秒／台）  

⑦６．６ｋＶメタクラ 

 しゃ断器投入操作イメージ 

操作の流れ  

5 



   

1. 操作の概要 

 代替非常用発電機へ給油するため、ﾀﾝｸﾛｰﾘ（18kl）と代替非常用発電機を給油ﾎｰｽによりそれ
ぞれ接続する。 

2. 必要要員数・操作時間（実績） 

 必要要員数：2名 

 操作時間 

 要求時間：事象発生から30分以内 

 実績時間：実機訓練結果から、代替非常用発電機およびﾀﾝｸﾛｰﾘへの移動時間4分、給油ﾎｰｽの接続8分の 
       計12分。 

3. 成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 

 夜間は、LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 

 訓練実績から、冬季と夏季での操作時間に相違がないことを確認しているとともに、冬期間の屋外作業では
防寒服等を着用した上で操作することから問題はない。 

 操作性 

 ﾀﾝｸﾛｰﾘ側も代替非常用発電機側も給油ﾎｰｽはｶｯﾌﾟﾗ接続であることから操作は容易であり問題はない。 

 連絡手段 

 屋外現場と緊急時対策所または中央制御室との連絡は、衛星携帯電話を使用する。 

 

2. 手順１：電源確保（5/6） 
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2. 手順１：電源確保（6/6） 

Step No.1-b-1  
代替非常用発電機、タンクローリーへの移動 

Step No.1-b-2 給油ホース接続手順 

①給油ホースの準備 

必要作業時間：30分、 
訓練実績時間（移動＋接続）：約12分 

②タンクローリーへ 
    給油ホースの接続 

③タンクローリー上部の蓋開放 
 （ﾀﾝｸ内の負圧防止措置） 
  

④代替非常用発電機燃料タンク 
    へ給油ホースの接続 

代替非常用発電機、 
タンクローリー（18kℓ）、 
給油ホース 

T.P.+32.8m 

AC/B 3階
宿直室 

T.P.+17.3m 

    代替非常用発電機（４５G） 
    タンクローリー  
    給油ホース 
    代替非常用発電機およびタンクローリーまでの移動経路を表す 
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   4. 手順３：補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ回復作業（1/4） 
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【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

手順の項目 手順の内容 

作業ｽﾃｯﾌﾟ 
必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 
No. 項目 

３ 
補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ 

回復操作 

現場移動/ 

ﾀｰﾋﾞﾝ動補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ

（T/D-AFWP）回復操作 

（ﾊﾞｯﾃﾘ接続､手動油ﾎﾟﾝﾌﾟ） 

3-a-1 
安全補機開閉機室および 

ﾀｰﾋﾞﾝ動補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ室への移動 

3※ － 

約 

5 分 

約 60 分 P.11 3-a-2 

可搬型ﾊﾞｯﾃﾘを接続して補助油ﾎﾟﾝﾌﾟを 

再起動することによる 

T/D-AFWP 起動操作 

約 

25 分 

3-a-3 
手動油ﾎﾟﾝﾌﾟを用いた軸受け部への潤滑油充

填操作による T/D-AFWP 起動操作 

約 

30 分 

※ 手動油ﾎﾟﾝﾌﾟを用いた軸受け部への潤滑油充填操作による T/D-AFWP 起動操作時の起動レバー操作時のみ 3名必要（電源確保要員１名が対応） 

 

【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【格納容器破損防止】 

全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 － － 

ｼﾅﾘｵ上、機能回復はしない。 

機能喪失状況により異なるが、可搬型ﾊﾞｯﾃﾘｰ

接続にて補助油ﾎﾟﾝﾌﾟが起動した場合は、事象

発生から約 40 分、手動油ﾎﾟﾝﾌﾟを使用する場

合は、更に約 30 分要する。 



   

1. 操作の概要 

 全交流動力電源喪失+補助給水機能喪失時、現場において補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟの起動する操作であ
り、以下の2つの作業がある。 

 T/D-AFWPに駆動蒸気が流入していないことを確認の上、可搬型ﾊﾞｯﾃﾘｰを直流ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰへ接続して補助

油ﾎﾟﾝﾌﾟまたは非常用油ﾎﾟﾝﾌﾟを起動後、駆動蒸気を流入させT/D-AFWPを起動する。 

 上記操作にてT/D-AFWPの起動が出来ない場合、手動油ﾎﾟﾝﾌﾟにてT/D-AFWP軸受けに潤滑油を充填し、駆動

蒸気の流入および起動ﾚﾊﾞｰ操作等によりT/D- AFWPを起動する。 

 必要要員数・操作時間（実績） 

 必要要員数：3名 

 起動ﾚﾊﾞｰ操作等によりT/D- AFWPを起動する数分のみ3名での対応必要であり、その他は2名で対応可能。 

 操作時間 

 操作時間：事象発生後T/D-AFWPが起動しないことが確認されたT/D-AFWP回復作業を実施する。 

       回復操作は、移動時間（5分）を含め、可搬型ﾊﾞｯﾃﾘの接続による起動操作（約25分）,手動油ﾎﾟﾝﾌﾟ 

       による起動操作（約30分）を合わせて約60分で実施可能。 

 移動時間は実測、起動準備操作については類似操作から余裕を見て算定。 

 

4. 手順３：補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ回復作業（2/4） 
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2．成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 
 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 
 室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を用いること

から作業環境に問題はない。 

 操作性 
 可搬型ﾊﾞｯﾃﾘは接続箇所近傍に常設し、手順に従って接続することで起動準備ができることから問題はない。 

 手動油ﾎﾟﾝﾌﾟは使用箇所に常設し、手順に従って軸受け部への潤滑油の充填作業を実施することで起動準備

ができることから問題はない。 

 連絡手段 
 中央制御室と現場間の連絡は、携行型通話装置を使用する。 

4. 手順３：補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ回復作業（3/4） 
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   4. 手順３：補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟ回復作業（3/4） 

  訓練（類似含む）実績時間：約60分（移動時間約5分を含む） 

Step No. 3-a-1 

安全補機開閉機室、 

ﾀｰﾋﾞﾝ動補助給水ﾎﾟﾝﾌﾟへの移動 

押下げ方向 

手動油ポンプを接続し、各軸
受に給油する。 

蒸気入口弁の開操作後、ｶﾞﾊﾞ
ﾅﾚﾊﾞｰに取付けた起動用ﾚ
ﾊﾞｰを押下げ、蒸気加減弁を
開とする。 

Step No. 3-a-2 

可般型ﾊﾞｯﾃﾘｰ（蓄電池）を用いた起動準備 

Step No.3-a-3 

手動油ポンプを用いた起動準備 

可搬型ﾊﾞｯﾃﾘｰ（ｶﾀﾛｸﾞ写真）の出力端子を 

直流ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰに接続する。 
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   5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（1/8） 

12 

【手順の内容および必要要員と作業時間】 

手順の項目 手順の内容 

作業ｽﾃｯﾌﾟ 
必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 
No. 項目 

４ 
代替格納容器 

ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備 

現場移動/ 

代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ 

起動準備 

4-a-1 代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟｴﾘｱへの移動 

2 約 30 分 

約 2 分 

約 25 分 

P.16 

4-a-2 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽ接続 約 2 分 P.17 

4-a-3 

系統構成 約 3 分 

P.18 系統構成間の移動 約 6 分 

系統水張り 約 12 分 

代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ 

起動～注水開始 
4-b-1 起動確認・注水系統構成 2 約 5 分 約 3 分 P.19 

 

【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【炉心損傷防止】 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能

喪失＋RCP ｼｰﾙ LOCA 
約 2.2 時間 約 45 分 

 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能

喪失(RCP ｼｰﾙ LOCA なし) 
－ － 

起動準備までは事象発生から約 40 分で完了。 

その後、代替非常用電源機能が回復すれば起動可能。代替非常用電源機能

喪失がない場合は約 45 分で完了する。 

【格納容器破損防止】 

大LOCA＋ECCS注水機能喪失＋格納容器ｽﾌﾟﾚ

ｲ失敗 
約 49 分 約 45 分 

 

全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 約 3.5 時間 約 45 分  

【停止中の原子炉の燃料損傷防止】 

ﾐｯﾄﾞﾙｰﾌﾟ運転中の全交流動力電源機能喪失 約 50 分 約 45 分  



   5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（2/8） 

1. 操作の概要 

 余熱除去ﾎﾟﾝﾌﾟおよび格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟによる原子炉への注入が出来ない場合に、代替格
納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟを用いて燃料取替用水ﾋﾟｯﾄの水を原子炉へ注入する。 

 格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟによる原子炉格納容器内への注水が出来ない場合に、代替格納容器ｽﾌﾟ
ﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟを用いて燃料取替用水ﾋﾟｯﾄの水を原子炉格納容器内へ注水する。 

 代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟの出入口配管にﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽをｶｯﾌﾟﾗ接続するとともに、弁操作により注入経路を
構成する。 

2. 必要要員数・操作時間（実績） 

 必要要員数：2名 

 操作時間 

 必要作業時間：約35分 

 実績時間：約28分で実施可能。 

 移動時間は実測、起動準備・起動操作については類似操作から余裕をみて算定。 
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3.  系統水張り時間算出の考え方 

 系統水張り時間は、約１２分である。 

 代替格納容器スプレイポンプは未設置であることから、以下の考え方により、系統水張り時間を
算出している。 

 代替格納容器スプレイポンプと同様に、燃料取替用水ピットを水源として水張りを行う余熱除去ポンプの水張
り実績時間から算出した。 

 定期検査時に実施した余熱除去ポンプ点検後の水張り時間は、約２７分である。 

 余熱除去ポンプ水張り量は、約４．８ｍ３である。 

 代替格納容器スプレイポンプ水張りに必要な量は、約２．１ｍ３である。 

 上記より、代替格納容器スプレイポンプ水張り時間は、 

     ２．１(ｍ３)÷４．８(ｍ３)×２７(分)＝約１２分   となる。 

 算出した系統水張り時間の妥当性 

 定期検査時に実施している余熱除去ポンプ点検後の水張りは、燃料取替用水ピット水をゆっくり流しながら、
空気抜き操作を行うために、水張り弁を微尐な開度で実施しており、非常に時間をかけている。 

 事故等発生時の対応操作は、迅速に実施するため、定期検査時の操作量とは異なる。 

 したがって、定期検査時に実施した余熱除去ポンプ点検後の水張り時間から算出した、代替格納容器スプレ
イポンプ水張り時間は、十分に保守的の値であり、妥当である。 

5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（3/8） 

14 



   

4.  成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 

 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 

 室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を用いること
から作業環境に問題はない。 

 操作性 

 代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ出入口配管へのﾎｰｽはカップラ接続であり操作は容易であり、注入経路の構成は
通常の運転操作と同様の弁の開閉操作であることから問題はない。 

 連絡手段 

 中央制御室と現場間の連絡は、携行型通話装置を使用する。  

5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（4/8） 
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5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（5/8） 

 

 

：運転員d、災害対策要員Ｄ 

 

 

 

 

 

原子炉建屋 

原子炉補助建屋 

中央制御室 

代替格納容器 
スプレイポンプ 

T.P.+40.3m 

T.P.+33.1m 

T.P.+24.8m 

T.P.+17.8m 

T.P.+10.3m 

T.P.-1.7m 

①中央制御室  ⑤安全補機開閉機室へ  

⑥安全補機開閉室から原子炉 

 建屋への境界扉へ 

原子炉格納容器 

⑧代替格納容器スプレイポンプ 

 エリア（設置予定場所） 

  

Step No.4-a-1 代替格納容器スプレイポンプエリアへの移動 

  訓練実績時間：約2分 

②中央制御室からＡ－Ｆ階段へ  

③Ａ－Ｆ階段入口扉へ  

④Ａ－Ｆ階段にてT.P.10.3mへ 

⑦原子炉補助建屋から原子炉 

 建屋への境界扉  

代替格納容器スプレイ
ポンプ接続ライン 

燃料取替用水 
ポンプエリア 

※Step No.4-a-1 代替格納容器スプレイポンプへの移動、 Step No.4-a-2 フレキシブルホース
接続、Step No.4-a-3 系統構成、系統構成間の移動および系統水張りでの移動ルート 
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   5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（6/8） 

Step No.4-a-2 フレキシブルホース接続 

④出入口配管フレキシブルホース接続前イメージ 

 写真は、同様なフレキシブルホース（４インチ）を 

 使用している格納容器スプレイラインと消火水ラ 

 インの接続部 

⑤出入口配管フレキシブルホース接続後イメージ 

 写真は、同様なフレキシブルホース（４インチ）を 

 使用している格納容器スプレイラインと消火水ラ 

 インの接続部 

  訓練（類似含む）実績時間：約2分 

③６インチフレキシブルホース ５．５ｍ 
接続箇所 ２箇所 

（原子炉建屋Ｔ．Ｐ．２４．８ｍ） 

②６インチフレキシブルホース １０．０ｍ 
接続箇所 ２箇所 

（原子炉建屋Ｔ．Ｐ．１０．３ｍ） 

①２インチフレキシブルホース ６．５ｍ×２本 
接続箇所 ４箇所 

（原子炉建屋Ｔ．Ｐ．１０．３ｍ） 

フレキシブルホース接続４箇所：約２分 

約２０秒／箇所 

ＭＳＦＷＳ 
補助給水ピット 

３－代替格納容器 
スプレイポンプ 

ＦＥ 

ＦＴ 

FIRQ 

ＰＩ 

ＲＷＳ 
燃料取替用水ピット 

 ＣＳＳ 
格納容器スプレイライン 

ＭＳＦＷＳ 
補助給水ピット 
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Step No.4-a-3 系統構成、系統構成間の移動および系統水張り 

5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（7/8） 

ＲＷＳ 
燃料取替用水ピット 

 ＣＳＳ 
格納容器スプレイライン 

ＭＳＦＷＳ 
補助給水ピット ＭＳＦＷＳ 

補助給水ピット 

３－代替格納容器 
スプレイポンプ 

ＦＥ 

ＦＴ 

FIRQ 

ＰＩ 

  訓練（類似含む）実績時間：約21分 

①代替格納容器スプレイポンプ 

 エリア（設置予定場所） 

  

②Ａ－Ｄ階段入口扉 

  

③Ａ－Ｄ階段から補助建屋給 

 気空調機械室入口扉へ 

④補助建屋給気空調機械室 

 からＲ－Ｂ階段入口扉へ 

⑤Ｒ－Ｂ階段から燃料取替用 

 水ポンプエリアへ 

⑥燃料取替用水ポンプエリアへ 

 （設置予定箇所） 

⑦燃料取替用水ポンプエリアか 

 ら代替格納容器スプレイポン 

 プ接続ライン 

⑧代替格納容器スプレイポンプ 

 接続ライン（設置予定箇所） 

    ：代替格納容器スプレイポンプエリア 

    ：燃料取替用水ポンプエリア 

    ：代替格納容器スプレイポンプ接続 

     ライン 

・系統構成         ：約３分  

 

・系統構成間の移動  ：約６分  

 

・系統水張り       ：約１２分 

 ※系統水張り時間は、代替格納 

   容器スプレイポンプと同様に、 

   燃料取替用水ピットからの水 

   張りとなるRHRPの実績 

   （水張り量4.8㎥、水張り時間 

   27分）から算出した時間とな 

   る。 
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5. 手順４：代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ準備（8/8） 

①代替格納容器スプレイポンプのイメージ 

 写真は、代替格納容器スプレイポンプと同様に 

 免震架台に設置されているＳＧ直接給水ポンプ 

Step No.4-b-1 起動確認・注水系統構成 

訓練（類似含む）実績時間：約3分 

②代替格納容器スプレイポンプ注水系統構成のイメージ 

 写真は、代替格納容器スプレイポンプと同様に免震架 

 台に設置されているＳＧ直接給水ポンプの注水系統構成 

③ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン弁の「開」操作実施 

 （設置予定場所） 
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   6. 手順５：加圧器逃がし弁開放操作（窒素供給）（1/4） 

20 

【手順の内容および必要要員と作業時間】 

手順の項目 手順の内容 

作業ｽﾃｯﾌﾟ 
必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 
No 項目 

５ 
加圧器逃がし弁 

開放操作 

現場移動/ 

加圧器逃が逃がし弁 

開放操作 

可搬式窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ 

5-a-1 
加圧器逃がし弁操作用可搬式 

窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞｴﾘｱへの移動 
2 約 15 分 

約 3 分 

約 7 分 

P.22 

5-a-2 
加圧器逃がし弁操作用可搬式 

窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞの接続および窒素供給操作 
約 4 分 P.23 

 

【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【格納容器破損防止】 

全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 約 3.1 時間 約 55 分 
代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ起動準備完了後（約 30 分）

作業開始 



   6. 手順５：加圧器逃がし弁開放操作（窒素供給）（2/4） 

1. 操作の概要 
 全交流動力電源喪失+補助給水機能喪失時において炉心溶融が発生した場合、溶融炉心、水

蒸気及び水素が原子炉格納容器内へ急速に放出されることを防止するため、制御用空気系統
に窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞから高圧ﾎｰｽを接続することにより、加圧器逃がし弁へ窒素供給を行い弁の開
操作を実施する。 

2. 必要要員数・操作時間（実績） 

 必要要員数：2名 

 操作時間 

 必要作業時間：約15分 

 実績時間：移動時間と操作時間を合わせて約7分で実施可能。 

 移動時間は実測、操作については訓練から余裕をみて算定。 

3. 成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 

 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 

 室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を用いること
から作業環境に問題はない。 

 操作性 

 窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞおよびﾎﾞﾝﾍﾞ上部に設置している弁は、通常運転時に操作しているものと同様のものであること
、制御用空気系統への高圧ﾎｰｽの取り付けは、ねじ込み式継手による接続であることから容易に操作できる
。 
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   6. 手順５：加圧器逃がし弁開放操作（窒素供給）（3/4） 

  訓練実績時間：約3分 

 

 

：運転員d、災害対策要員Ｄ 

 

 
原子炉補助建屋 

中央制御室 

代替格納容器 
スプレイポンプ 

加圧器逃がし弁操作用 
可搬式窒素ガスボンベ 

T.P.+40.3m 

T.P.+33.1m 

T.P.+24.8m 

T.P.+17.8m 

T.P.+10.3m 

T.P.-1.7m 

原子炉建屋 

原子炉格納容器 

①代替格納容器スプレイポンプ 

 エリアから原子炉補助建屋へ 

  

②原子炉建屋から原子炉補助 

 建屋への境界扉  

③原子炉補助建屋内、Ａ－Ｄ 

 階段へ移動  

④Ａ－Ｄ階段入口扉 

  

⑤Ａ－Ｄ階段にてT.P.17.8mへ
移動 

  

⑥原子炉補助建屋から原子炉 

 建屋への移動 

  

⑦原子炉補助建屋から原子炉 

 建屋への境界扉 

  

⑧加圧器逃がし弁操作用可搬 

 式窒素ガスボンベエリア  

Step No.5-a-1 加圧器逃がし弁操作用可搬式窒素ガスボンベエリアへの移動 
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6. 手順５：加圧器逃がし弁開放操作（窒素供給）（4/4） 

Step No.5-a-2 加圧器逃がし弁操作用可搬式窒素ガスボンベ接続 
および窒素供給操作、系統構成 

  訓練実績時間：約4分 

①窒素ガスボンベ 

②窒素ガスボンベのカップラ接続前 

③窒素ガスボンベのカップラ接続後 

④加圧器逃がし弁側ホース接続前 

⑤加圧器逃がし弁側ねじ込み式
キャップ取外し 

⑥加圧器逃がし弁側ホース接続直後 

⑦加圧器逃がし弁側ホース接続後 

⑧窒素ガスボンベのホース接続 

⑨窒素ガスボンベからの窒素供給 

 操作（ボンベ口金操作） 

⑩窒素ガスボンベからの窒素供給 

 操作（バルブパネル操作） 

⑪窒素ガスボンベからの窒素供給 

 操作（系統側バルブ操作） 
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   7. 手順６：被ばく低減操作（ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝﾀﾞﾝﾊﾟ窒素供給）（1/4） 
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【手順の内容および必要要員と作業時間】 

手順の項目 手順の内容 作業ｽﾃｯﾌﾟ 
必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 

６ 被ばく低減操作 

現場移動ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝ 

ﾀﾞﾝﾊﾟ窒素供給操作 

可搬式窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ接続 

6-a-1 ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝｴﾘｱへの移動 

2 約 15 分 

約 4 分 

約 12 分 

P.26 

6-a-2 

ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝﾀﾞﾝﾊﾟへの 

可搬式窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ接続 

および窒素供給操作、系統構成 

約 8 分 P.27 

 

【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【炉心損傷防止】 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機

能喪失＋RCP ｼｰﾙ LOCA 
－ 約 45 分 

代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ起動準備完了後（約 30 分）作業開始 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機

能喪失(RCP ｼｰﾙ LOCA なし) 
－ － 

起動準備までは上記同様 事象発生から約 45 分で完了する。その

後、代替非常用電源機能回復により起動可能となる。 

【格納容器破損防止】 

大 LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋格納容器ｽ

ﾌﾟﾚｲ失敗 
約 60 分 約 25 分 

 

全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 － 約 70 分 
代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ起動準備(約 30 分)、加圧器

逃がし弁開放準備（約 15 分）が終了後、作業実施。 



   7. 手順６：被ばく低減操作（ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝﾀﾞﾝﾊﾟ窒素供給）（2/4） 

1. 操作の概要 

 全交流動力電源喪失状態において炉心損傷が発生した場合、被ばく低減および水素爆発防止
を目的として、ｱﾆｭﾗｽ全量排気弁へ窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞから高圧ﾎｰｽをｶｯﾌﾟﾗ接続することにより窒素
供給を行い弁の開操作を実施する。 

2. 必要要員数・操作時間（実績） 

 必要要員数：1名 

 操作時間 

 必要作業時間：約15分 

 実績時間：移動時間と操作時間を合わせて約12分で実施可能。  

 移動時間は実測、操作については類似操作から余裕をみて算定。 

3. 成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 

 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 

 室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を用いること
から作業環境に問題はない。 

 操作性 

 窒素ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞおよびﾎﾞﾝﾍﾞ上部に設置している弁は、通常運転時に操作しているものと同様のものであること
、ｱﾆｭﾗｽ全量排気弁への高圧ﾎｰｽの取り付けはｶｯﾌﾟﾗ接続であることから容易に操作できる。 

 連絡手段 

 アニュラス空気浄化ファン起動後に流量調整の必要もないことから、連絡手段を携帯しなくても操作終了後、
中央制御室へ戻り、操作完了報告をすることで問題なく対応可能である。 
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  訓練実績時間：約4分 

⑩アニュラスダンパエリア 

 （設置予定場所）  

⑨原子炉補助建屋から 

原子炉建屋への境界扉 

  

 

 

：運転員d、災害対策要員Ｄ 

 

 

 

 

 

原子炉建屋 

原子炉補助建屋 

中央制御室 

代替格納容器 
スプレイポンプ 

原子炉格納容器 

①代替格納容器スプレイポンプ 

 エリアから原子炉補助建屋へ 

  

②原子炉建屋から原子炉 

 補助建屋への境界扉 

  

④Ａ－Ｄ階段入口扉  

⑤Ａ－Ｄ階段にてT.P.24.8m 

 へ移動 

  

⑦Ａ－Ａ階段入口扉  

⑧Ａ－Ａ階段にてT.P.40.3m 

 へ移動  

T.P.+40.3m 

T.P.+33.1m 

T.P.+24.8m 

T.P.+17.8m 

T.P.+10.3m 

T.P.-1.7m 

アニュラスダンパ操作用 
可搬型窒素ガスボンベ 

Step No.6-a-1 アニュラスダンパエリアへ移動 

③原子炉補助建屋内、Ａ－Ｄ
階段入口扉へ移動  

⑥Ａ－Ｄ階段からＡ－Ａ階段 

 入口扉まで移動  

7. 手順６：被ばく低減操作（ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝﾀﾞﾝﾊﾟ窒素供給） （3/4） 
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   7. 手順６：被ばく低減操作（ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝﾀﾞﾝﾊﾟ窒素供給） （4/4） 

①窒素ガスボンベのイメージ 

 写真は、加圧器逃がし弁用窒素ガスボンベ 

④窒素ガスボンベのホース接続イメージ 

 写真は、加圧器逃がし弁用窒素ガスボンベ 

②窒素ガスボンベのカップラ接続前イメージ 

 写真は、加圧器逃がし弁用窒素ガスボンベ 

③窒素ガスボンベのカップラ接続後イメージ 

 写真は、加圧器逃がし弁用窒素ガスボンベ 

⑤窒素ガスボンベからの窒素供給操作 

 （ボンベ口金操作） 

 写真は、加圧器逃がし弁用窒素ガスボンベ 

⑥窒素ガスボンベからの窒素供給操作 

 （バルブパネル操作） 

 写真は、加圧器逃がし弁用窒素ガスボンベ 

⑦アニュラス空気浄化ファンダンパ 

 （原子炉建屋 Ｔ．Ｐ４０．３ｍ） 

Step No.6-a-2 アニュラスダンパへの可搬式窒素ガスボンベ接続および窒素供給操作、系統構成 

⑧アニュラス空気浄化ファンダンパ 

 （原子炉建屋 Ｔ．Ｐ．＋３３．１ｍ） 

 訓練（類似含む）実績時間：約8分 
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   12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (1/9) 
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【手順の内容および必要要員と作業時間】 

手順の項目 手順の内容 

作業ｽﾃｯﾌﾟ 

必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 

No. 項目 

11 

燃料取替用水 

ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海

水） 

海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続 

（T.P.31m～A/B33.1m ﾄﾗｯｸｱｸｾｽｴﾘｱ） 

11-a-1 
ﾎｰｽ保管場所への移動 

（原子炉建屋 T.P.31m からの移動） 

2 
1.5 

時間 

1 分 

52 分 

P.34 

P.36 

11-a-2 ﾎｰｽ保管場所から敷設場所へのﾎｰｽ運搬 6 分 

11-a-3 ﾎｰｽ敷設・常設配管へ接続（屋内＆屋外） 

30分(屋内

15 分、屋

外 15 分) 

11-a-4 常設配管入口から RWSP への移動弁開閉操作 15 分 P.35 

ﾎｰｽ延長・回収車による 

海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続 

（ｽｸﾘｰﾝ室(取水口)～ 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車～T.P.31m） 

11-b-1 
可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長･回収車保管場所へ

の移動 

2 
2.5 

時間 

15 分 

2.0 

時間 

10-b-1 

11-b-2 
可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長･回収車で T.P.31m

法面上部への移動 
5 分 10-b-2 

11-b-3 法面部へのﾎｰｽ敷設 40 分 10-b-3 

11-b-4 
T.P.31m 法面上部から海水取水箇所（ｽｸﾘｰﾝ室(取水

口)）への移動 
10 分 10-b-4 

11-b-5 
ｽｸﾘｰﾝ室(取水口)への水中ﾎﾟﾝﾌﾟ設置、可搬型大型送

水ﾎﾟﾝﾌﾟ車出入口へのﾎｰｽ接続 
30 分 10-b-5 

 11-b-6 
法面部下部～ｽｸﾘｰﾝ室(取水口)への車両による 

ﾎｰｽ敷設・接続 
20 分 10-b-6 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車 

による断続送水(循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋

横 T.P.10m(取水口横 T.P.10m)) 

11-b-1 
災害対策本部の指示による送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車の 

操作・監視 
1 ― ― ― ― 

＊各ホース敷設箇所、取水箇所は図２参照 

【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【格納容器破損防止】 

大 LOCA＋ECCS 注水機能喪失＋格納容器ｽ

ﾌﾟﾚｲ失敗 
約 12.9 時間 約 12.5 時間 

事象発生から約 7.5 時間後から作業開始可能となる。その場

合、事象発生から約 11.5 時間で作業完了となる。 

全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 約 15.6 時間 約 15.0 時間 
事象発生から約 10 時間から作業開始可能となる。その場合、

事象発生から約 14 時間後に作業完了となる。 



 
図２ 燃料取替用水ピットへの給水に係るホース敷設箇所・取水箇所配置図 

 

    紫のライン：スクリーン室取水からの各送水先へのホース敷設箇所 
    黄色のライン：取水口取水からの各送水先へのホース敷設箇所 
    燃料取替用水ピットへの給水確保【常設配管】 
     
    可搬型大型送水ポンプ車  
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）    
    ルート１およびルート２は可搬型大型送水ポンプ車の移動経路を表す 

ルート２ 

ルート１ 

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

燃料取替用水ピット 
T.P.+33.1m 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

屋内用ホース他 
保管場所 
T.P.+31.0m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 
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12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (2/9) 



    燃料取替用水ピットへの給水用ホース敷設箇所 

    （建屋東側ルートが大規模損壊時の西側廻り予備敷設ルート） 
    燃料取替用水ピットへの給水用常設配管 
    
    可搬型大型送水ポンプ車 
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）  
    ルート１およびルート２は可搬型大型送水ポンプ車の移動経路を表す 
 

ルート２ 

ルート１ 

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

燃料取替用水ピット 
T.P.+33.1m 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

屋内用ホース他 
保管場所 
T.P.+31.0m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 

（参考図Ｂ） 建屋東側ルートが大規模損壊時の西側廻りホース予備敷設ルート 
（燃料取替用水ピットへの給水） 
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   12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (4/9) 

1. 作業の概要 

 格納容器破損防止ｼﾅﾘｵ時に、代替格納容器ｽﾌﾟﾚｲ水の給水源である燃料取替用水ﾋﾟｯﾄが枯渇
しないように海水を供給する操作であり、以下の3つの作業がある。 

 海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（T.P31m～A/B33.1mﾄﾗｯｸｱｸｾｽｴﾘｱ）作業 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続等（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車
～T.P31m）作業 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による断続送水作業 

 断続送水操作は前段の作業であるﾎｰｽ敷設・接続等の作業が完了後開始する。 

2. 必要要員数・作業時間（実績） 

 必要要員数 

 海水供給ﾗｲﾝホース敷設・接続（T.P31m～燃料取替用水ﾋﾟｯﾄ）作業：2名 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続等作業     ：2名 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による断続送水作業              ：1名 

 作業時間 

 要求時間：事象発生から燃料取替用水ﾋﾟｯﾄの水が枯渇するまでに海水送水に必要な上記2作業（ﾎｰｽの敷設・
接続作業）が完了すること。 

 実績時間      

 屋外作業での被ばくを考慮し、事象発生後7.5時間後から作業を開始する。（過圧破損事象の場合） 

 海水供給ﾗｲﾝホース敷設・接続（T.P31m～燃料取替用水ﾋﾟｯﾄ）作業：1.5時間（事象発生後9時間で完了） 

• 訓練実績：52分 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続等 
（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車～T.P31m）作業：2.5時間（事象発生後11.5時間で
完了) 

• 訓練実績：2.0時間 
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3.  成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 

 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 

 屋内作業では、室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電
灯を用いることから作業環境に問題はない。 

 屋外作業でも、類似作業の訓練実績から、冬季と夏季での操作時間に相違がないことを確認しているととも
に、冬期間の屋外作業では防寒服等を着用した上で作業することから問題はない。 

 操作性 

 海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（T.P31m～燃料取替用水ﾋﾟｯﾄ）作業 

 ﾎｰｽは人力で運搬敷設が容易な仕様であり、ﾎｰｽと恒設配管およびﾎｰｽとﾎｰｽはｶｯﾌﾟﾗ接続であるこ
とから問題はない。 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車
～T.P31m）作業 

 ﾎｰｽ延長・回収車を運転させてﾎｰｽ敷設ﾙｰﾄを移動しながらﾎｰｽが車上から引き出されることで敷設
されることから、運転手1名と敷設されたﾎｰｽを確認しながら1名がﾎｰｽ延長・回収車の後方から徒歩
にて追随していく作業であり容易である。 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による断続送水作業 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車は、消防車の設計・製作の豊富な経験を有するﾒｰｶ製のものであり、緊急車
両としても優れた操作性を有している。 

 ﾎｰｽについてはｶｯﾌﾟﾗで接続する仕組みであり容易に接続できることから問題はない。 

 取水箇所に吊り下げて設置する取水ﾎﾟﾝﾌﾟは人力で降下設置できる軽量なものであり問題はない。 

 連絡手段 

 屋外現場と緊急時対策所または中央制御室間の連絡は、衛星携帯電話を使用し、屋外現場間は、ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ
を使用する。 

 

 

12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (5/9) 
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12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (6/9) 

 SBO＋ECCS注水失敗＋格納容器ｽﾌﾟﾚｲ失敗時における被ばく線量(被ばく低減の観点から要員参集後
、適宜、交代しながら作業を実施する。） 

 海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（T.P31m～燃料取替用水ﾋﾟｯﾄ）作業 

 事象発生後、7.5時間から9.0時間まで、同じ要員が作業を継続すると、約16mSvの被ばく量と想定され
る。 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車
～T.P31m）作業 

 事象発生生後、9.0時間から11.5時間まで、同じ要員が作業を継続すると、約36mSvの被ばく量と想定
される。 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による断続送水作業 

 上記作業終了後、同じ要員が適宜、可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による断続送水状況を確認した場合、 
約4.6mSvの被ばく量と想定される。 
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   12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (7/9) 

    ＲＷＳＰへの給水確保【ホース敷設箇所】 
    ＲＷＳＰへの給水確保【常設配管】 
    移動・運搬ルート（各色） 
    可搬型大型送水ポンプ車 
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）        

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

燃料取替用水ピット 
T.P.+33.1m 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

屋内用ホース他 
保管場所 
T.P.+31.0m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 

11-a-1､2 

11-a-3 

接続箇所は、ECTﾄﾗｯｸ 
ｱｸｾｽｴﾘｱｼｬｯﾀｰ近傍 

Step No.11-a-1,a-2,a-３ 

給水ルート及び移動・運搬図 
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11-b-1 11-b-2 

11-b-4 

（スクリーン室取水のケース） 



   12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (8/9) 

Step No.11-a-1,a-2,a-４ 

給水ルート及び移動・運搬図 

T.P.+40.3m 

T.P.+33.1m 

T.P.+24.8m 

T.P.+17.8m 

T.P.+10.3m 

原子炉建屋 

原子炉補助建屋 

原子炉格納容器 

中央制御室 

燃料取替用水ピット 

    ＲＷＳＰへの給水確保【ホース敷設箇所】 
    ＲＷＳＰへの給水確保【常設配管】 
    移動・運搬ルート（各色）        

屋外からのホース接
続口（屋内） 

接続口は、ECTﾄﾗｯｸ
ｱｸｾｽｴﾘｱｼｬｯﾀｰ近傍 

（5m以内） 

屋外用ホース他 
保管場所 

11-a-1､2 

T.P.+43.6m 

11-a-4 
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   12. 手順１１：燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (9/9) 

Step No. 11-a-3 

ﾎｰｽ敷設作業（屋外作業） 

原子炉補助建屋屋上（T.P.33.1m）ﾄﾗｯｸｱｸｾｽｴﾘｱ～ 

原子炉建屋東側屋外（T.P.31)m法面近くまでのﾎｰｽ敷設作業 

（ﾎｰｽ敷設距離：200m程度） 

ｽｸﾘｰﾝ室前（海水取水箇所）～原子炉建屋東側法面上部（T.P.31m)側への 

ﾎｰｽ敷設については、手順10【蒸気発生器への給水確保】を参照 

 

 実績：30分 
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【手順の内容および必要要員と作業時間】 

手順の項目 手順の内容 

作業ｽﾃｯﾌﾟ 

必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 

No. 項目 

12 

原子炉補機冷却

海水系統への給

水確保 

（海水） 

ﾎｰｽ延長・回収車による 

海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続 

（ｽｸﾘｰﾝ室(取水口)～ 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車～循環水ﾎﾟ

ﾝﾌﾟ建屋（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋/原子

炉建屋）） 

12-a-1 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車保管場所への移動 

3 
約 4.0 

時間 

15 分 

2 時間 55

分 

P.43 

12-a-2 
可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車で取水箇所（ｽｸﾘｰﾝ室(取水

口)）への移動 
10 分 P.43 

12-a-3 
ｽｸﾘｰﾝ室(取水口)への水中ﾎﾟﾝﾌﾟ設置、可搬型大型送

水ﾎﾟﾝﾌﾟ車出入口へのﾎｰｽ接続 
30 分 P.43 

12-a-4 
ｽｸﾘｰﾝ室(取水口)～循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

建屋/原子炉建屋）入口への車両によるﾎｰｽ敷設 
20 分 P.43 

12-a-5 

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋/原子炉建屋）

入口～建屋内海水供給口へのﾎｰｽ敷設及びﾌﾗﾝｼﾞ取外

し・ﾎｰｽ接続 

40 分 
P.44 

P.45 

12-a-6 
循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋（①ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋/②原子炉建

屋）～SWS－CCWS ﾀｲﾗｲﾝ接続箇所への移動 

15 分 

（①5分、

②0分） 

P.44 

12-a-7 
SWS－CCWS ﾀｲﾗｲﾝへのｽﾌﾟｰﾙﾋﾟｰｽの取り付け 

（原子炉建屋内接続口の場合、本作業はなし） 
45 分 P.46 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車 

による連続送水(循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋

横 T.P.10m(取水口横 T.P.10m)) 

12-b-1 
災害対策本部の指示による送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車の 

操作・監視 
1 ― ― ― ― 

格納容器自然対流冷却 

系統構成 

（循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋、原子炉補助建

屋、原子炉建屋） 

12-c-1 
系統構成間の移動（運転員 b） 

1 
約 1.0 

時間 

約 22 分 
約 53 分 

P.47 

P.48 12-c-2 

12-c-3 系統構成（原子炉補助建屋および循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋） 約 31 分 P.49 

12-c-4 系統構成間の移動（運転員 c） 
1 

約 1.0 

時間 

約 13 分 
約 49 分 

P.50 

12-c-5 系統構成（原子炉建屋） 約 36 分 P.51 

＊各ホース敷設箇所、接続口、取水箇所は図３参照 

災害対策要員が実施する 12-a 作業と運転員が実施する 12-c 作業は並行して行なう。また、運転員が実施する 12-c-1,2 と 12-c-4,5 についても並行して実施する。 
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【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【炉心損傷防止】 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能

喪失＋RCP ｼｰﾙ LOCA 
約 58 時間 

約 12 時間 

蒸気発生器への給水確保（事象発生から約 7 時間後）完了後、使用

済燃料ﾋﾟｯﾄへの海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設（約 1 時間）を実施後、作業開

始する。また、蒸気発生器への給水確保を前倒し可能時間から開始

した場合、事象発生から約 10.5 時間で作業完了する。 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能

喪失(RCP ｼｰﾙ LOCA なし) 
－ 

【格納容器破損防止】 

大LOCA＋ECCS注水機能喪失＋格納容器ｽﾌﾟﾚ

ｲ失敗 
24 時間 約 24 時間 

事象発生から約 19 時間後に作業を開始する。使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給

水確保用ﾎｰｽ敷設(約 1時間)も合わせて作業を実施することから、事

象発生後、約 24 時間で作業を完了する。また、前倒し可能時間から

開始した場合は、事象発生後から約 23 時間で作業完了する。 
全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 

【停止中の原子炉の燃料損傷防止】 

ﾐｯﾄﾞﾙｰﾌﾟ運転中の全交流動力電源機能喪失 約 57 時間 約 10.5 時間 

使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保(事象発生から約 6.5 時間後)完了後、

作業開始可能となる。また、使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保を前倒し

可能時間から開始した場合、事象発生から約 9時間で作業完了する。 



 
図３ 原子炉補機冷却海水系統への給水に係るホース敷設箇所・取水箇所・接続口配置図 

    紫のライン：スクリーン室取水からの各接続口へのホース敷設箇所 
    黄色のライン：取水口取水からの各接続口へのホース敷設箇所 
     
    可搬型大型送水ポンプ車 
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）  
    ルート１およびルート２は可搬型大型送水ポンプ車の移動経路を表す 

ルート２ 

ルート１ 

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

海水接続口 
T.P.+10.3m 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

屋内用ホース他 
保管場所 
T.P.+31.0m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 

海水接続口 
T.P.+2.3m 
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13. 手順１２：原子炉補機冷却海水系統への給水確保 (3/15) 



   

 

1. 操作の概要 
 格納容器自然対流冷却および高圧再循環運転のため、可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車により原子炉

補機冷却海水系統に海水を供給する作業であり、以下の3作業がある。 
 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車

～循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋（またはﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋、原子炉建屋））等作業 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による連続送水作業 

 格納容器自然対流冷却および高圧再循環運転時に必要な冷却水確保のための系統構成を実施する。 

 

2. 必要要員数・作業時間（実績） 
 必要要員数 

    ＜災害対策要員＞ 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車

～循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋（またはﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋、原子炉建屋））作業：3名 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による連続送水作業：1名 

＜運転員＞ 

 格納容器自然対流冷却および高圧再循環運転時に必要な冷却水確保のための系統構成：２名 

 

             

13. 手順１２：原子炉補機冷却海水系統への給水確保 (4/15) 
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 操作時間 

 要求時間：事象発生から24時間以内（格納容器破損防止時）、または燃料取替用水ﾋﾟｯﾄ水が枯渇する57時
間（停止中の炉心損傷防止）または58時間以内（運転中の炉心損傷防止）。 

＜災害対策要員＞ 

 実績時間 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続作業等 

（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車～循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋（またはﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋、
原子炉建屋））  

     ：4時間 

                ・ 訓練実績：約3時間（いずれの取水箇所、接続口を用いた場合で 

                                                      も3時間以内での作業が可能と評価） 

          ＜運転員＞ 

  実績時間：移動および操作時間を合わせて約53分で実施可能。 

 格納容器自然対流冷却および高圧再循環時の冷却水確保系統構成を実施した時間。 

   （移動時間は実測、操作については類似操作から余裕をみて算定）      

13. 手順１２：原子炉補機冷却海水系統への給水確保 (5/15) 

41 



   

3.  成立性確認結果 
 ｱｸｾｽ性 

 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 
 屋内作業では、室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電

灯を用いることから作業環境に問題はない。 

 屋外作業でも、類似作業の訓練実績から、冬季と夏季での作業時間に相違がないことを確認しているととも
に、冬期間の屋外作業では防寒服等を着用した上で作業することから問題はない。 

 作業性 
 海水供給ﾗｲﾝホース敷設・接続（循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋内他）作業 

 ﾎｰｽは人力で運搬敷設が容易な仕様であり、およびﾎｰｽとﾎｰｽはｶｯﾌﾟﾗ接続であること、ﾎｰｽと恒設
配管は口径の比較的小さいﾌﾗﾝｼﾞ接続であることから作業は容易であり問題はない。 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車
～循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋 （またはﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋、原子炉建屋） ）作業 

 ﾎｰｽ延長・回収車を運転してﾎｰｽ敷設ﾙｰﾄを移動することによりﾎｰｽが車上から引き出されることで敷
設されることから、運転手1名と敷設されたﾎｰｽを確認しながら1名がﾎｰｽ延長・回収車の後方から徒
歩にて追随していく作業であり容易である。 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による連続送水作業 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車は、消防車の設計・製作の豊富な経験を有するﾒｰｶ製のものであり、緊急車
両としても優れた操作性を有している。 

 ﾎｰｽについてはｶｯﾌﾟﾗで接続する仕組みであり容易に接続できることから問題はない。 

 取水箇所に吊り下げて設置する水中ﾎﾟﾝﾌﾟは人力で降下設置できる軽量なものであり問題はない。 

 連絡手段 
 屋外現場と緊急時対策所または中央制御室間の連絡は、衛星携帯電話を使用し、屋外現場間は、ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ

を使用する。 

 SBO＋ECCS注水失敗＋格納容器ｽﾌﾟﾚｲ失敗時における被ばく線量(被ばく低減の観点から要員参
集後、適宜、交代しながら作業を実施する。） 

 ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（ｽｸﾘｰﾝ室（または取水口）～可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車
～循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋 （またはﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋、原子炉建屋） ）作業 

 事象発生後、18.0時間から22.0時間まで、同じ要員が作業を継続すると、循環水ポンプ建屋内の接続
口を使用した場合約21mSvの被ばく量と想定される。 （ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋内接続口の場合は約
25mSv 、原子炉建屋内接続口の場合は約16mSv と評価） 
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   13. 手順１２：原子炉補機冷却海水系統への給水確保 (7/15) 

Step No. 12-a-1､a-2､a-4 
給水ルート及び移動・運搬図（屋外） 

    原子炉補機冷却海水系統への給水確保【ホース敷設箇所】 
    可搬型大型送水ポンプ車 
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）    
    移動・運搬ルート（各色） 

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

海水接続口 
T.P.+10.3m 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 

12-a-2 

12-a-1 

12-a-4 
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（スクリーン室取水・循環水ポンプ
建屋内接続のケース） 



13. 手順１２：原子炉補機冷却海水系統への給水確保 (8/15) 

Step No.12-a-5 

給水ルート及び移動・運搬図（建屋内） 

Step No.12-a-6 

SWS-CCWSﾀｲﾗｲﾝ配管 

接続箇所への移動図 
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T.P.+10.3m

T.P.+2.5m

循環水ポンプ建屋

ＳＷＰ出口
ストレーナ

T.P.+1.0m

T.P.+1.2m

原子炉補機
冷却海水ポンプ

原子炉補機冷却海水系統への給水確保【ホース敷設箇所】
原子炉補機冷却海水系統への給水確保【系統配管】
移動・運搬ルート

12-a-4

原子炉補機冷却海水系統への給水確保【ホース敷設箇所】
可搬型大型送水ポンプ車
ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）
移動・運搬ルート（各色）

海水接続口
T.P.+10.3m

海水取水箇所
T.P.+10.0m

T.P.+2.3m移動ルート

T.P.+10.3m⇒2.3m移動ルート

T.P.+2.3m

T.P.+10.3m

T.P.+17.8m

T.P.+24.8m

T.P.+33.1m

T.P.+40.3m原子炉補助建屋

原子炉建屋

原子炉格納容器

中央制御室

T.P.+10.3m移動ルート

（スクリーン室取水・循環水ポンプ建屋内接続のケース） 



13. 手順１２：原子炉補機冷却海水系統への給水確保 (9/15) 

Step No. 12-a-4 

ｽｸﾘｰﾝ室～循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋入口への 

ﾎｰｽ延長・回収車および人力によるﾎｰｽの敷設・接続作業 

ｽｸﾘｰﾝ室から循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋 

入口へのﾎｰｽ延長・回収車 

および作業員によるﾎｰｽの 

敷設・接続作業 

（ﾎｰｽ敷設距離：100m程度） 

Step No. 12-a-5 

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋入口～建屋内海水供給口への
ﾎｰｽ敷設・接続作業 

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋内でのﾎｰｽ敷設作業。 

（ﾎｰｽ敷設距離：30m程度） 

実績：20分 実績：40分 

海水供給箇所ﾌﾗﾝｼﾞ部 

（指差しているﾌﾗﾝｼﾞを取外してﾎｰｽを接続する。） 
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（スクリーン室取水・循環水ポンプ建屋内接続のケース） 



   

CCWS-SWSタイラインの全景 

写真右下：スプールピース  

写真左上：接続箇所） 

閉止フランジの取り外し（写真：
SWS側閉止フランジの取り外し） 

スプールピースの取り付け スプールピースの締め付け 

Step No. 12-a-7 

SWS-CCWSﾀｲﾗｲﾝへのｽﾌﾟｰﾙﾋﾟｰｽの取り付け 

SWSとCCWSのﾀｲﾗｲﾝについては、CCWS側への海水の漏れこみﾘｽｸを 

無くすため、常時切り離しており、必要時にｽﾌﾟｰﾙﾋﾟｰｽを接続することとしている。 

13. 手順１２：原子炉補機冷却海水系統への給水確保 (10/15) 

実績：45分 
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13. 手順１２ ：原子炉補機冷却海水系統への給水確保（11/15） 

T.P.+40.3m 

Step No.12-c-1   系統構成間の移動(運転員b） 

T.P.+33.1m 

T.P.+24.8m 

T.P.+17.8m 

T.P.+10.3m 

原子炉建屋 

原子炉補助建屋 

中央制御室 

T.P.-1.7m 

 

 

：運転員b 

 

 

 

 

 

原子炉格納容器 

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋 

T.P.-4.0m 

T.P.+10.3m 

T.P.+3.9m 

格納容器スプレイポンプ室 
余熱除去ポンプ室 
高圧注入ポンプ室 

充てんポンプ室前 

原子炉補機冷却
海水ポンプ室出口
ストレーナエリア 

屋外を経由 
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13. 手順１２ ：原子炉補機冷却海水系統への給水確保（12/15） 

  訓練実績時間：約２２分 

①中央制御室  

②中央制御室からＡ－Ｄ階段へ  

③Ａ－Ｄ階段から充てんポンプ室前  

④充てんポンプ室前から格納容器 
 スプレイポンプ室、余熱除去 
 ポンプ室、高圧注入ポンプ室へ 

⑤格納容器スプレイポンプ室、 
 余熱除去ポンプ室、高圧注入 
 ポンプ室からT.P.33.1mへ移 

 動し、屋外へ  

    

⑥屋外を経由し、循環水ポンプ 

 建屋へ 
⑦原子炉補機冷却海水ポンプ室 
 出口ストレーナエリア 
 
  

Step No.12-c-2   系統構成間の移動(運転員b） 

循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋 

原子炉補助建屋 

屋外移動ルート 
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   13. 手順１２ ：原子炉補機冷却海水系統への給水確保（13/15）  

①充てんポンプ室前 

②充てんポンプ室前系統構成 

 操作イメージ 

Step No.12-c-3 系統構成（原子炉補助建屋および循環水ポンプ建屋） 

  訓練（類似含む）実績時間：約３１分 

６弁閉操作：約６分 

（約１分／弁）  

③格納容器スプレイポンプ室 

操作の流れ  

⑤余熱除去ポンプ室 ⑦高圧注入ポンプ室 ⑨原子炉補機冷却海水ポンプ 

 出口ストレーナエリア 

④格納容器スプレイポンプ室 

 系統構成操作イメージ 

⑥余熱除去ポンプ室系統構成 

 操作イメージ 

⑧高圧注入ポンプ室系統構成 

 操作イメージ 

⑩原子炉補機冷却海水ポンプ 

 出口ストレーナエリア系統構成 

 操作イメージ 

３弁閉操作：約３分 

（約１分／弁）  

４弁閉操作：約４分 

（約１分／弁）  

２弁閉操作：約２分 

（約１分／弁）  

８弁閉操作：約１６分 

（約５分／弁）×２弁 

（約２分／弁）×２弁 

（約１分／弁）×２弁 
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13. 手順１２ ：原子炉補機冷却海水系統への給水確保（14/15） 

  訓練実績時間：約１３分 

T.P.+24.8m 

T.P.+33.1m 

原子炉補助建屋 

中央制御室 

T.P.+17.8m 

T.P.-1.7m 

T.P.+10.3m 

：運転員c 

 

 

 

 

 

①中央制御室  

②中央制御室から安全補機開 

 閉機室へ  

③安全補機開閉機室から原 
 子炉補機冷却水サージタン 
 クエリアへ 
  

④原子炉補機冷却水サージ 
 タンクエリアから制御用空 
 気圧縮機室へ 
  

⑤制御用空気圧縮機室から 
 原子炉補機冷却水ポンプ 
 エリアへ 

T.P.+40.3m 

Step No.12-c-4 系統構成間の移動(運転員c） 

T.P.+43.6m 

原子炉建屋 

原子炉格納容器 

T.P.+2.3m 

原子炉補機冷却水
サージタンクエリア 

安全補機開閉器室 

制御用空気圧縮機室 

原子炉補機冷却水
ポンプエリア 
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   13. 手順１２ ：原子炉補機冷却海水系統への給水確保（15/15） 

Step No.12-c-5 系統構成（原子炉建屋） 

  訓練（類似含む）実績時間：約３６分 

操作の流れ  

①安全補機開閉器室 

②コントロールセンタ操作 

 イメージ 

２０台投入操作：約１０分 

（約３０秒／台）  

③原子炉補機冷却水 
 サージタンクエリア 

⑤制御用空気圧縮機室 ⑦原子炉補機冷却水ポンプエリア 

④原子炉補機冷却水サージ 
 タンクエリア系統構成操作 

 イメージ 

 

⑥制御用空気圧縮機室 

 系統構成操作イメージ 

⑧原子炉補機冷却水ポンプエリア 
 系統構成操作イメージ 

２弁閉操作：約２分 

（約１分／弁）  

２弁閉操作：約２分 

（約１分／弁）  

１０弁閉操作：約２２分 

（約１０分／弁）×１弁 

（約２分／弁）×３弁 

（約１分／弁）×６弁 
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   14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (1/9) 
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【手順の内容および必要要員と作業時間】 

手順の項目 手順の内容 

作業ｽﾃｯﾌﾟ 

必要 

要員数 

必要 

作業 

時間 

訓練または類似作

業からの実績時間 

作業 

ｽﾃｯﾌﾟ 

説明 

 

No. 項目 

13 
使用済燃料ﾋﾟｯﾄへ

の給水確保（海水） 

海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続 

（T.P.31m～ 

使用済燃料ﾋﾟｯﾄ） 

13-a-1 ﾎｰｽ保管場所への移動 

2 
1.0 

時間 

15 分 

41 分 

P.58 

13-a-2 ﾎｰｽ保管場所から敷設場所へのﾎｰｽ運搬 6 分 P.58 

13-a-3 ﾎｰｽ敷設・接続（屋内＆屋外） 

20 分(屋

内 14 分、

屋外 6分) 

P.59 

P.60 

ﾎｰｽ延長・回収車による 

海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続 

（ｽｸﾘｰﾝ室（取水口）～ 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車～

T.P.31m） 

13-b-1 
可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長･回収車保管場所

への移動 

2 
2.5 

時間 

15 分 

2.0 

時間 

10-b-1 

13-b-2 
可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長･回収車で T.P.31m

法面上部への移動 
5 分 10-b-2 

13-b-3 法面部へのﾎｰｽ敷設 40 分 10-b-3 

13-b-4 
T.P.31m 法面上部から海水取水箇所（ｽｸﾘｰﾝ室(取水

口)）への移動 
10 分 10-b-4 

13-b-5 
ｽｸﾘｰﾝ室（取水口）への水中ﾎﾟﾝﾌﾟ設置、可搬型大型

送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車出入口へのﾎｰｽ接続 
30 分 10-b-5 

 13-b-6 
法面部下部～ｽｸﾘｰﾝ室（取水口）への車両による 

ﾎｰｽ敷設・接続 
20 分 10-b-6 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車 

による断続送水 

(循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ建屋横T.P.10m(取水

口横 T.P.10m)及び T.P.31m） 

13-b-1 
災害対策本部の指示による送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車の 

操作・監視 
2 ― ― ― ― 

＊各ホース敷設箇所、取水箇所は図４参照 

ﾎｰｽ延長・回収車による海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続作業については、蒸気発生器への給水確保または燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保が実施される場合、それらの作業

とﾎｰｽは兼用のためﾎｰｽは敷設済みであることから、使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保のみが必要な場合に本手順の中で実施される作業である。 



   14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (2/9) 
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【対象となる評価事故シーケンスおよび解析または評価からの要求時間と作業完了時間】 

評価事故シーケンス 要求時間 
事象発生からの 

作業完了時間 
備考 

【炉心損傷防止】 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能

喪失＋RCP ｼｰﾙ LOCA 
約 1.6 日 約 8.0 時間 

蒸気発生器への給水確保(事象発生から約 7 時間後)から作業

を開始する。また、蒸気発生器への給水確保作業を前倒し可

能時間から開始した場合、事象発生後、約 6,5 時間で作業完

了となる。 

全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能

喪失(RCP ｼｰﾙ LOCA なし) 

【格納容器破損防止】 

大LOCA＋ECCS注水機能喪失＋格納容器ｽﾌﾟﾚ

ｲ失敗 約 1.6 日 約 24 時間 
原子炉補機冷却海水系統への給水確保（事象発生から約 23 時

間後）完了後、作業を開始する。 
全交流動力電源喪失＋補助給水機能喪失 

【停止中の原子炉の燃料損傷防止】 

ﾐｯﾄﾞﾙｰﾌﾟ運転中の全交流動力電源機能喪失 約 1.6 日 約 6.5 時間 事象発生から約 1.5 時間後から作業を開始する。 

【SFP の燃料破損防止】 

使用済燃料ﾋﾟｯﾄ冷却系及び補給水系の機能

喪失 
約 1.6 日 約 21 時間 

事象発生後、約 32 時間後から作業を開始する。また、前倒し

可能時間(事象発生後、約 1.5 時間)から作業を開始した場合、

事象発生後、約 10.0 時間で作業完了となる。 

使用済燃料ﾋﾟｯﾄ冷却系配管の破断 約 1.0 日 約 21 時間 

事象発生後、約 12.5 時間後から作業を開始する。また、前倒

し可能時間(事象発生後、約 1.5 時間)から作業を開始した場

合、事象発生後、約 7.5 時間で作業完了となる。 



 
図４ 使用済燃料ピットへの給水に係るホース敷設箇所・取水箇所配置図 

 

    紫のライン：スクリーン室取水からの各送水先へのホース敷設箇所 
    黄色のライン：取水口取水からの各送水先へのホース敷設箇所 
     
     
    可搬型大型送水ポンプ車  
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）    
    ルート１およびルート２は可搬型大型送水ポンプ車の移動経路を表す 

ルート２ 

ルート１ 

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

屋内用ホース他 
保管場所 
T.P.+31.0m 

使用済燃料ピット 
T.P.+33.1m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 
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14 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (3/9) 



（参考図Ｃ） 建屋東側ルートが大規模損壊時の西側廻りホース予備敷設ルート 
（使用済燃料ピットへの給水） 

 

    使用済燃料ピットへの給水用ホース敷設箇所 
   （建屋東側ルートが大規模損壊時の西側廻り予備敷設ルート） 
    可搬型大型送水ポンプ車 
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）  
     
    ルート１およびルート２は可搬型大型送水ポンプ車の移動経路を表す 
     
 
 

ルート２ 

ルート１ 

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

屋内用ホース他 
保管場所 
T.P.+31.0m 

使用済燃料ピット 
T.P.+33.1m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 

建屋内ﾎｰｽ敷設ﾙｰﾄ 
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14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (4/9) 



   

1. 作業の概要 

 全交流動力電源喪失時、使用済燃料ﾋﾟｯﾄ水面の線量率が0.15mSv/hrとなる水位（NWL-3.3m）
となるまでに使用済燃料ﾋﾟｯﾄへ海水を供給する操作であり、以下の2作業がある。 

 海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（T.P31m～使用済燃料ﾋﾟｯﾄ） 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による断続送水作業 

2. 必要要員数・操作時間（実績） 

 必要要員数：2名 

 海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（T.P31m ～使用済燃料ﾋﾟｯﾄ）作業：2名 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車による断続送水作業           ：2名 

 2名のうち1名については、蒸気発生器への給水確保、または燃料取替用水ﾋﾟｯﾄへの給水確保にて可
搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車の操作のために配置した要員にて対応。もう1名については、断続送水作業の
ための給水切替作業を実施するため、T.P31mに配置する。 

 操作時間 

 要求時間：事象発生から使用済燃料ﾋﾟｯﾄ水面の線量率が0.15mSv/hrとなる水位（NWL-3.3m）となる 
       までに実施。 

 実績時間 

 海水供給ﾗｲﾝﾎｰｽ敷設・接続（T.P31m ～使用済燃料ﾋﾟｯﾄ）作業：1時間 

     ・ 訓練実績：41分 

 

14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (5/9) 
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3.  成立性確認結果 

 ｱｸｾｽ性 

 LEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電灯を使用するためｱｸｾｽ性に支障はない。 

 作業環境 

 屋内作業では、室温は通常運転状態と同等であり、作業場の照度についてもLEDﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟおよびLED懐中電
灯を用いることから作業環境に問題はない。 

 屋外作業でも、類似作業の訓練実績から、冬季と夏季での作業時間に相違がないことを確認しているととも
に、冬期間の屋外作業では防寒服等を着用した上で作業することから問題はない。 

 作業性 

 海水供給ﾗｲﾝホース敷設・接続（T.P.31m～使用済燃料ﾋﾟｯﾄ）作業 

 ﾎｰｽは人力で運搬敷設が容易な仕様であり、ﾎｰｽはｶｯﾌﾟﾗ接続であることから問題はない。 

 可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車から送水されてきた海水を使用済燃料ﾋﾟｯﾄへ断続通水するための弁操作 

 断続通水するための弁操作は手動にて容易に操作できるものであることから問題はない。 

 連絡手段 

 屋外現場と緊急対策所または中央制御室間の連絡は、衛星携帯電話を使用し、屋外現場間は、ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞを
使用する。 

 SBO＋ECCS注水失敗＋格納容器ｽﾌﾟﾚｲ失敗時における被ばく線量(被ばく低減の観点から要員参
集後、適宜、交代しながら作業を実施する。） 

 海水供給ﾗｲﾝホース敷設・接続（T.P.31m～使用済燃料ﾋﾟｯﾄ）作業 

 事象発生後、23.0時間から24.0時間まで、同じ要員が作業を継続すると、約10mSvの被ばく量と想定さ
れる。 

 
 

 

14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (6/9) 
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   14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (7/9) 

Step No.13-a-1,a-2 

給水ルート及び移動・運搬図 

    使用済燃料ピットへの給水確保【ホース敷設箇所】 
    移動・運搬ルート（各色） 
    可搬型大型送水ポンプ車 
    ホース延長・回収車（屋外用ホース搭載済）     

可搬型大型送水ポン
プ車他保管場所 
T.P.+31.0m以上 

使用済燃料ピット 
T.P.+33.1m 

海水取水箇所 
T.P.+10.0m 

屋内用ホース他 
保管場所 
T.P.+31.0m 

予備の可搬型大型送
水ポンプ車他保管場所 

T.P.+51.0m以上 
13-a-2 

13-a-1 
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（スクリーン室取水のケース） 



14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (8/9) 

Step No.13-a-2,a-3 

給水ルート及び移動・運搬図 

T.P.+40.3m 

T.P.+33.1m 

T.P.+24.8m 

T.P.+17.8m 

T.P.+10.3m 

原子炉建屋 

原子炉補助建屋 

原子炉格納容器 

中央制御室 

T.P.-1.7m 

使用済燃料ピット 

    使用済燃料ピットへの給水確保【ホース敷設箇所】 
    移動・運搬ルート（各色） 
  

13-a-2 

13-a-3 

ホース保管場所 
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14. 手順１３：使用済燃料ﾋﾟｯﾄへの給水確保（海水） (9/9) 

Step No. 13-a-3 

ﾎｰｽ敷設作業（屋外作業） 

Step No. 13-a-3（屋内） 

ﾎｰｽ敷設作業（屋内作業） 

原子炉建屋東側（T.P.31m)屋外および原子炉建屋内定検機材倉庫ｴﾘｱ経由で使用済燃料ﾋﾟｯﾄ内へ給水するためのﾎｰｽの敷設作業。 

 

ｽｸﾘｰﾝ室前（海水取水箇所）～法面上部（T.P.31m)までのﾎｰｽ敷設については、手順10【蒸気発生器への給水確保】を参照のこと。 

 

実績：20分 

屋外ﾎｰｽ敷設距離：20m程度 

屋内ﾎｰｽ敷設距離 

：70m程度 
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   11. 手順10：蒸気発生器への給水確保（海水）（10/12） 

Step No. 10-b-1 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長・回収車 

保管場所への移動（徒歩） 

Step No. 10-b-2 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長･回収車で
T.P.31m法面への移動 

原子炉建屋東側屋外T.P.31mから固体廃棄物貯蔵庫横の 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長･回収車保管場所への 

徒歩での移動（移動距離：1km程度） 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長･回収車を運転して 

原子炉建屋東側T.P.31m法面上部への移動 

実績：15分 実績：5分 
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   11. 手順10：蒸気発生器への給水確保（海水）（11/12） 

Step No. 10-b-3 

法面部へのﾎｰｽ敷設 

Step No. 10-b-4 

T.P.31m 法面上部から海水取水箇所への移動 

ﾎｰｽ延長･回収車から手動により法面へ敷設するﾎｰｽの取り出す作業。 

実績：40分 実績：10分 

法面へﾎｰｽ敷設作業。 

（ﾎｰｽ敷設距離：50m程度） 

法面へのﾎｰｽ敷設作業完了後、T.P.31 mから海水取水箇
所（ｽｸﾘｰﾝ室手前）までﾎｰｽ延長・回収車および可搬型大
型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車を移動する作業。 
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（スクリーン室取水のケース） 



   11. 手順10：蒸気発生器への給水確保（海水）（12/12） 

Step No. 10-b-5 

ｽｸﾘｰﾝ室への水中ﾎﾟﾝﾌﾟ設置、 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車出入口へのﾎｰｽ接続 

Step No. 10-b-6 

法面下部～ｽｸﾘｰﾝ室へのﾎｰｽ延長・回収車によ
るﾎｰｽ敷設・接続 

水中ﾎﾟﾝﾌﾟと可搬型大型
送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車入口とのﾎｰｽ
接続作業 

ｽｸﾘｰﾝ室へ設置（海水につける直前で吊っている状態） 

した水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車出口 

へ接続したﾎｰｽ 

ﾎｰｽ延長・回収車からの手動によるﾎｰｽの引出作業 

ﾎｰｽ延長・回収車によるﾎｰｽ敷設作業 

1名が運転して1名が車の後ろから 

引き出されるﾎｰｽの確認作業中 

（ﾎｰｽ敷設距離：350m程度） 

ﾎｰｽ延長･回収車 

により法面から 

ｽｸﾘｰﾝ室方面へ 

敷設されたﾎｰｽ 

実績：30分 実績：20分 
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（スクリーン室取水のケース） 



15. 暗所における操作および作業の成立性について 

１．暗所における作業 

  暗所における作業時において、ＬＥＤヘッドランプおよび
ＬＥＤ懐中電 灯を使用し、移動および作業可能であること
を確認した。 

２．検証 
  主蒸気管室（窓無し）照明消灯時において、照度 

  計を用いてＬＥＤヘッドランプのみを光源とした場合の 

 照度を計測し、各作業場所でのＪＩＳで定める照度基 

 準［工場］と比較した結果、充分な照度が確保される 

 ことを確認した。 

  また、ＬＥＤ懐中電灯等の装備・設備もあることから、 

 移動および作業は支障無く可能と判断する。 

 

主蒸気逃がし弁開度調整 
ＬＥＤヘッドランプおよび 
ＬＥＤ懐中電灯 

場所（工場） 
照度 

[lx] 

廊下、通路、倉庫 100 

階段 150 

制御室、電気室、空調機械室 200 

 

ＬＥＤヘッドランプによる検証結果 

JIS Z 9110-2010 照度基準総則より 

※ ＬＥＤヘッドランプを使用しての具体的な作業
は手の届く範囲で行うものであり、検証により1m

の距離で照度510[lx]との結果を得ていることから、
JISで定める工場の照度基準に鑑みて、主蒸気
管室等での作業は実施可能と判断する。 

ＬＥＤヘッドランプによる照射 

場所 
本設の 

照明状態 

LED ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟと 

照度計の距離 

照度 

[lx] 

主蒸気管室 

全点灯 ― 150 

全消灯 
1m 510 

2m 210 
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   16. 建屋内操作および作業現場へのアクセス性について 
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1. 常設・仮設物の状況 

 現場における常設・仮設品の配備に当たっては、地震発生時に設備へ影響を与えないこと（転
倒、散乱、ｽｹｰﾃｨﾝｸﾞ等）および操作・巡視点検時に影響を与えないような距離をとること等を社
内規定に定めており、下記写真のように固定・固縛をしている。また、仮に転倒・散乱したとして
も、通行に支障を来たすようなものは置いていないため、操作・作業現場へのアクセスに影響を
与えることはない。 

 

【現場状況の例】 

 

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟによる固縛 ﾎﾞﾙﾄにより壁に固定 



   

 重大事故発生時の操作および作業の成立性をより確かなものとするため、放射線防護装
備を装着した状態での操作および作業の成立性について評価した。 

 放射線防護装備として、全面ﾏｽｸ、ﾀｲﾍﾞｯｸ、ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝﾍﾞｽﾄ等を装着した。 

 通常装備との作業効率を比較するため、有意差が発生する可能性がある作業項目として、屋外
での作業ｽﾃｯﾌﾟを選定した。 

 放射線防護装備を装着した状態では、定検時の管理区域内作業の経験に基づくと、作業効率
に最も影響を与える要因は気温と考えられ、比較を実施した当日は外気温が32℃であり、放射
線防護装備を装着しての作業環境としては、非常に厳しいものだったと判断できる。 

 

 屋外作業の内、長距離（約1.0km）を徒歩で歩く、手順10「蒸気発生器への給水確保」作業
ｽﾃｯﾌﾟ10-b-1「可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長・回収車保管場所への移動」について比
較した結果、放射線防護装備の装着有無で有意差がないことを確認した。 

 15分で移動できることを確認。 

 

 給水確保のための作業として屋外で数多くある、ﾎｰｽの敷設・接続作業について、手順10
「蒸気発生器への給水確保」作業ｽﾃｯﾌﾟ10-a-3「ﾎｰｽ敷設･接続」について比較した結果、
放射線防護装備の装着有無で有意差がないことを確認した。 

 放射線防護装備を装着した状態では、作業者はﾀﾝｸﾞｽﾃﾝﾍﾞｽﾄを装着していることから作業服と
比較すると疲労感は感じるものの、高負荷の作業が尐ないこと、且つ、重量物を人力にて昇降
するような作業が尐ないことから、作業時間に有意な影響を与えることはなかった。 

 

 

17. 放射線防護装備を装着した状態での操作および作業の成立性（1/4） 
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17. 放射線防護装備を装着した状態での操作および作業の成立性（2/4） 

放射線防護服の装着有無による作業状況の比較写真一覧（その１） 
左：作業服、右：放射線防護装備着用 

Step No. 10-a-1 

ﾎｰｽ保管場所への移動 

Step No. 10-a-2 

ﾎｰｽ保管場所から敷設場所へのﾎｰｽ移動 

Step No. 10-a-3 

ﾎｰｽ敷設（屋外） 

Step No. 10-b-1 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長・回収車保管場所への移動 

67 



   17. 放射線防護装備を装着した状態での操作および作業の成立性（3/4） 

Step No. 10-b-1 

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車/ﾎｰｽ延長・回収車保管場所への移動 
Step No. 10-b-3 

法面部へのﾎｰｽ敷設 

放射線防護服の装着有無による作業状況の比較写真一覧（その2） 
左：作業服、右：放射線防護装備着用 

Step No. 10-b-3 

法面部へのﾎｰｽ敷設 
Step No. 10-b-3 

法面部へのﾎｰｽ敷設 

68 



   17. 放射線防護装備を装着した状態での操作および作業の成立性（4/4） 

通常の作業着 

防寒着の上に放射線防護装備を装着した状態の検証 

防寒着 防寒着+ﾀｲﾍﾞｯｸ(装着中) 防寒着+ﾀｲﾍﾞｯｸ+全面マスク 

防寒着+ﾀｲﾍﾞｯｸ+全面マスク+ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝﾍﾞｽﾄ 装備状態での作業（模擬） 

作業性に問題がないことを確認した。 
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 重大事故へ対応するため、手順10「蒸気発生器への給水確保」、手順12「原子炉補機冷

却海水系統への給水確保」等に係わる代替給水ｼｽﾃﾑについては、継続的に改善を実施
し、信頼性の向上および必要要員数の低減を図ってきた。 

 初期の代替給水ｼｽﾃﾑと現状のｼｽﾃﾑの主な相違点は下表のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初期ｼｽﾃﾑでは、代替給水作業に16名の要員が必要であったのに対し、現状ｼｽﾃﾑでは、
ﾋﾟｰｸ要員数2名で対応可能となった。 

18. 代替給水ｼｽﾃﾑの信頼性向上と必要要員数の合理化へ向けた取り組み（1/2） 

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ 専用発電機付き水中ﾎﾟﾝﾌﾟ
可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車付き水中ﾎﾟﾝﾌﾟ
（別電源不要）

初期は水中ﾎﾟﾝﾌﾟの吊り下ろし作業にﾕﾆｯｸ車が必要。

送水ﾎﾟﾝﾌﾟ
空気作動式ﾎﾟﾝﾌﾟをT.P10mとT.P 31mの2
箇所に設置。
（ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ＆発電機が必要）

可搬型大型送水ﾎﾟﾝﾌﾟ車
空気作動ﾎﾟﾝﾌﾟの運搬・設置作業にはﾕﾆｯｸ車が必要。
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの運転にも要員が必要であった。

仮設水槽
T.P.10mおよびT.P.31mにﾊﾞｯﾌｧﾀﾝｸとして
の仮設水槽の設置が必要。

水槽は不要 水槽の運搬・設置にはﾕﾆｯｸ車が必要。

ﾎｰｽ
＆

ﾎｰｽ敷設作業

人力で敷設することから、数10m単位でﾎｰ
ｽﾊﾞﾝﾄﾞによる接続が必要。
法面へのﾎｰｽの敷設は送水ﾎﾟﾝﾌﾟの性能
上の制約もあり、複数本必要、また、重量
も現状のﾎｰｽと比較して重たく作業性は悪
かった。

ﾎｰｽ延長・回収車に積載しているﾎｰｽはｶｯ
ﾌﾟﾗｰで接続済みのものであり、敷設作業
時は、末端のｶｯﾌﾟﾗｰ接続作業が発生する
のみ。
法面へのﾎｰｽの敷設も人力で可能。

ﾎｰｽ延長・回収車、ｶｯﾌﾟﾗｰﾀｲﾌﾟのﾎｰｽの導入によりﾎｰｽ
敷設作業負荷は著しく軽減された。

備考項目 初期ｼｽﾃﾑ 現状ｼｽﾃﾑ
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初期ｼｽﾃﾑ 現状ｼｽﾃﾑ
取水作業（水中ﾎﾟﾝﾌﾟの設置） 6
10m盤送水作業（ﾎｰｽ敷設他） 4
31m盤送水作業（ﾎｰｽ敷設他） 6

ﾋﾟｰｸ人数 16名 2名
作業時間

要員数
代替給水作業項目

4時間程度

備考

旧ｼｽﾃﾑでは、作業時間を現状ｼｽﾃﾑと同等とする
ために、3班体制で同時に作業を実施することが必
要だった。
一方、現状ｼｽﾃﾑでは、2名で連続作業で対応可
能。

連続作業
2名



   

海 
（ｽｸﾘｰﾝ室）） 

仮設水槽Ⅰ 
（法面下T.P.10 m） 

仮設空気作動ポンプ 

仮設水槽Ⅱ 
法面上（T.P.31ｍ） 

仮設空気作動ポンプ 

補助給水ﾋﾟｯﾄ 

 水中ポンプ及び駆動用 

発電機搭載車両 

水槽及び空気作動式ポン
プ組立状況 

空気作動式ポンプ駆動用
コンプレッサ 

空気作動式ポンプ吊り下
ろし作業 

水中ポンプ吊り下ろし作業 

31m盤ホース敷設状況 

（ｶｯﾌﾟﾗﾀｲﾌﾟではあるが、消
防ﾎｰｽではない） 

10m盤ﾎｰｽ接続部 

（ｶｯﾌﾟﾗﾀｲﾌﾟではない） 

（参考）初期代替給水ｼｽﾃﾑの概念系統図と設備写真 

18. 代替給水ｼｽﾃﾑの信頼性向上と必要要員数の合理化へ向けた取り組み（2/2） 
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